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10 この節の理論モデルはAcemogluand Angrist (2は氾)pp.14-18の多くを参考にしている。
1 これは，次の期はないものと考えていることによる。
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M 十，.sl (7) 
If/，.は個人iの教育の費用であり.個人の割引率と解釈することも可能である。個人の教育水準の
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ゲ(S，.)( e;1 + 1)=合 (8b) 


















12 特定の部分母集団に対する平均的な収益は.割引率と関係してくる。詳細についてはAcemoglu加 dAngrist 
(2α)())を参照されたい。
















中寧労働コスト 8.4623 0.3995 7.0689 9.7646 
高卒労働コスト 8.5288 0.3727 6.9354 9.8085 
短大・専門学校労働コスト 8.5212 0.3120 7.2249 10.0151 
大卒以よ労働コスト 8.8630 0.3468 7.1422 10.3127 
中率月間労働時間(対数) 5.1662 0.0704 4.9345 5.4181 
高率月間労働時間(対数) 5.1571 0.0633 4.9127 5.3938 
短大・高専月間労働時間(対数) 5.1406 0.0562 4.9053 5.3471 
大卒以よ月間労働時間(対数) 5.1365 0.0580 4.8875 5.3680 
平均教育年ー あ敏た 8.2925 1.1379 6.8708 14.0507 
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